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ＥＳＤを通して育てたい児童の姿 

「人・自然・社会との関わりの中で自ら課題を見付け、解決できる子」 
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〒191-0032 東京都日野市三沢 200 電話 042-591-2411 ファクシミリ 042-591-2412 

学校ホームページアドレス  http://www.e-hino8.hino-tky.ed.jp/ 

具体的な目指す児童の姿 ＥＳＤで身に付ける能力・態度 

自ら課題を見付け、解決に向けて見通しをもつ。 
・課題を見いだす力 

・未来像を予測して計画を立てる力 

人・自然・社会との関わりの中で、自らの考えを構

築する。 

・批判的に考える力 ・多面的、総合的に考える力 

・コミュニケーションを行う力 ・他者と協力する態度 

人・自然・社会と自己との関わりを考え行動する。 
・つながりを尊重する態度 

・すすんで参加する態度 

校長あいさつ 
日野市立日野第八小学校 校長 松永 式子 

本校は、令和元・２年度の２年間 東京都「持続可能な社会

づくりに向けた推進校」として、「持続可能な社会を担う児童の

課題解決力の育成」に取り組んできました。 

今年度は、昨年度の「地域を生かした学習」の中で、ＥＳＤ

の資質・能力を育むことから一歩進み、児童に学びの必然性を

もたせることはそのままに、児童が人・自然・社会との関わり

の中で自ら課題を解決する意欲と力の育成に重点をおきまし

た。地域と児童自身との関わりを重ねるごとに児童の関心が高

まり、今までは当たり前に思っていたことに改めて興味のスポ

ットライトを当てたり、「この問題解決のために、自分も何かし

たい」と思ったりする姿が見られました。子供たちが知恵をし

ぼり、友達や先生と話し合い、様々な手段を講じながら解決に

向けて取り組む姿が見られたことはとても喜ばしいことでし

た。ただ、その児童の行動や意欲・思考・意識の変容について、
授業者が十分な視点をもって適切に評価をすることが大きな

課題でした。指導と評価の一体化の必要性は、学習指導要領に

も明示されています。学びを通じた児童の姿を客観的に評価す

ることで、教師は児童への学習効果・教師自身の指導の成果を

再認識することができます。今年度の研究では、評価規準を明

確にし、毎時間の授業を大切にすることを特に重視しました。

教師自身も協働しながら、教材研究し、授業を作り上げていく

ことができたことも大きな成果だと感じています。 

最後になりますが、私たちの研究を励ましながら指導し支え

てくださった、東京都多摩教育事務所指導課嶺井勇哉先生、辻

泰成先生、東京都教育委員会、日野市教育委員会の皆様に深く

感謝申し上げます。 

持続可能な社会を担う児童の課題解決力の育成 
～地域の人・自然・社会とのつながりを通して～ 

教育長あいさつ 
日野市教育委員会教育長 米田 裕治 

本校では、令和元・２年度東京都教育委員会持続可能な社会づ

くりに向けた教育推進校として「持続可能な社会を担う児童の課

題解決力の育成」を目指し、授業改善、カリキュラム・マネジメ

ント、校内環境の整備を視点として研究してきました。 

まず、授業を子供たちの主体的な学びとするため、生活科や総

合的な学習の時間を中心に、「価値ある共通体験」と「子供の問い

を生む学習過程」の充実に努められました。そして、地域の方々、

自然、社会とのつながりを大切にした実践を進める中で、教科等

横断的な視点からＥＳＤカレンダーの改善、活用、学習内容の工

夫といったカリキュラム・マネジメントも推進されております。

今年度は、児童が地域の川で遊び続けられるように、ゴミ拾いな

どの自然を守る活動を進んで実践する姿や、市内の環境について

調べた児童が、環境改善に向けた活動を発表するなどの活動が行

われました。これらの学びは、「ＳＤＧｓ」に代表される地球規模

の課題を解決する意欲と実践する力をもった児童を育むと確信

しています。本校の実践は「疑問や驚きから生まれる問いを大切

にして、自分たちなりの方法で自分たちなりの答えにたどり着く

過程を大切にする」という点で、第３次日野市学校教育基本構想

に基づいた実践でもあります。 

また、本市は令和元年７月１日に東京都内で初の「ＳＤＧｓ未

来都市」に選定されました。本校の「ＳＤＧｓ」を踏まえた校内

環境の整備や教育実践が、持続可能な社会づくりに資することを

期待しています。 

 結びにこれまで本校の研究に御指導いただきました、講師の先

生方、研究を推進された松永式子校長先生をはじめ教職員の皆

様、そして日頃から本校の教育活動に御協力いただいております

保護者、地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

日 野 市 立 日 野 第 八 小 学 校 

http://www.e-hino8.hino-tky.ed.jp/


《学習指導要領》 

・社会に開かれた教育課程 

・資質・能力ベース  

・カリキュラム・マネジメント  

・主体的・対話的で深い学びの

実現  

《第３次日野市学校教育基本構想》 

・一律一斉の学びから自分に合った多様

な学びと学び方へ 

・自分たちで考え語り合いながら生み出

す学び合いと活動へ 

《学校教育目標・経営方針》 

・健康でたくましい子ども 

・深く考えやりぬく子ども 

・美しいゆたかな心の子ども 

・力を合わせはげみあう子ども 

 

持続可能な社会を担う児童の育成を目

指してＥＳＤの視点に立った教育活動を

行う。 《国連・文部科学省・その他》 

ＳＤＧs(持続可能な開発目標) 

 

 
《文部科学省・東京都教育委員会 

日本ユネスコ国内委員会》

ＥＳＤ(持続可能な開発のための教育) 

《児童・学校の実態》 

・地域連携、地域への愛着に関する研究

の積み重ね 

・世界規模の問題と自分自身の生活のつ

ながりの意識を高めるための授業の工

夫の必要性 

・課題解決の経験を重ねる場の設定の必

要性 

・発信、行動化の経験の必要性 

 

研究構想図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す児童像】 
人・自然・社会とのつながりの中で自ら課題を見付け、解決できる子 

低学年 中学年 高学年 専 科 たちばな・ステップ 

人・自然・社会との
つながりの中で町の
すてきなところを見
付け、楽しむことが
できる子 

人・自然・社会との
つながりの中で課題
を見付け、自分なり
に解決しようとする
子 

人・自然・社会との
つながりの中で自ら
課題を見付け、解決
できる子 

課題解決型学習での
学びをもとに専科の
特性に合わせて自ら
表現できる子 

人・自然・社会とつ
ながる体験や活動を
通して、互いのよさ
に気付き、楽しむこ
とができる子 

研究主題 

持続可能な社会を担う児童の課題解決力の育成 

～地域の人・自然・社会とのつながりを通して～ 

研究仮説 
ＳＤＧｓの視点をもち、ＥＳＤの構成概念を活用させながら地域をフィールドにした課題解決学習を行う 

ことで、持続可能な社会を担うための能力・態度を身に付けることができるだろう。

学習指導要領の理解・推進 
資質・能力ベース(知識及び技能の習得、思考力・判断力・表現力等の育成、学びに向かう力・人間性等を涵養) 

主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善 

 

研究内容 

課題解決学習 
課題解決学習の流れの明確化 

単元・学習活動の工夫、指導と評価の一体化 

ＥＳＤカレンダーの作成 
教科等横断的なカリキュラム 

カレンダーの修正、改良 

ＳＤＧｓ・ＥＳＤの理解 
外部講師による研修会 

構成概念、能力・態度の焦点化 

授業実践(研究授業含む) 
生活科・総合的な学習の時間 

ＳＤＧｓを意識した授業実践 

授業改善 

ホールスクールアプローチ 
学校経営方針、委員会活動 

行事、校内掲示 

校内環境 
カリキュラム・ 
マネジメント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内環境 【ホールスクールアプローチ】 

★ 学校全体でＥＳＤやＳＤＧｓの概念を浸透させるための活動を推進させる ★ 

□ 朝会や集会での講話や委員会活動、また学校行事の中でＳＤＧｓやＥＳＤの概念を浸透させるための活動を位 

置付け、計画的に行った。⇒単なるＳＤＧｓの 17 のタイルの学習ではなく、あくまでもＥＳＤを推進していく。 

（児童の課題解決力の育成）ツールとしてＳＤＧｓを扱った。 

□ 教室や廊下などの環境を整備して、掲示物による啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

全校朝会での講話         パラトライアスロン体験会    代表委員会 「命の本」の読み聞かせ 

 

 
 
 
    「よりよい未来を目指して」   

世     （平和・教育・国際理解） 
界    「わたしたちの環境を守ろう」  
     （環境） 
    「わたしたちと水」            

      （環境・生活） 
     「わたしたちの日野」          
      （福祉） 
     「見つけよう自分のいいところ」 
     （身近な環境・農業） 
    「つながろう！わたしたちの町」  

身     （身近な環境・ふるさと） 
近    「レッツ・ゴー・あさかわ」  

 （身近な自然・遊び） 
◆学年の発達の段階に合わせ、世界的視野で取り組むカリキュラム 

になっている。 

６ 年 間 の 学 習 テ ー マ 

６年 

５年 

４年 

３年 

たちばな 

２年 

１年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆他教科等や学校行事等と関連させながら、効果的に指

導できるようにカリキュラムを工夫する。 

①学校行事や各教科等の系統性を鑑みて各教科等の単元

配列を組む。 

②総合的な学習の時間の単元配列を考える。各教科につ

いて配列を変えられる単元について、学習内容に関連

があるものの学習時期を揃える。 

③関連のある学習材のつながりだけでなく、学習スキルに

ついても関連するものはできるだけ揃える。 

④総合的な学習の時間の学習内容についても、各教科等の

内容から修正を行う。 

⑤実施後、年度末に再度、修正を行い、次年度の計画を

立てる。 

Ｅ Ｓ Ｄ カ レ ン ダ ー 

カリキュラム・マネジメント 【ＥＳＤカレンダーの作成】 

★ 教科等横断的な指導で子供の学びを深める ★ 

 
 学習内容 
 
 学習スキル 
 



 授業改善  

★ 総合的な学習の時間と生活科を中心とした授業改善を目指す ★ 

（１）課題解決学習の流れの明確化と実践 

生活科や総合的な学習の時間における課題解決学習（生 

活科では課題解決につながる学習過程として設定）の流れ 

を全校で共通理解し、それぞれの学習過程を確実に実践・ 

充実させることで単元全体の学習が深まると考えた。 

 

 

（２）「課題設定」の学習過程の充実 

    

 

 

 

（３）地域人材・外部人材を活用した授業づくり 

     児童が自分事として考え、意欲的に自己の課題を解決できるように地域の人材や自然を積極的に活用した。 

    

 

                         

 

 

 

 

第４学年「日野市役所緑と清流課出前授業」 

（４）「情報の整理・分析」の学習過程の充実 

 思考ツールの活用と対話的な活動の工夫によって、より充実した対話的な学びが実現し、学習が深まる 

と考えた。 

 

 

 

 

 

 

たちばな学級「カードを使って役割を決めている」様子 

第２学年「Ｔチャートの活用」       

（５）地域とのつながりの中での行動・検証を意識した単元計画 

    ＥＳＤの視点から、児童の課題解決力を育成する上で「課題 

を解決するために実際に行動してみる」ことが大切だと考え、 

単元の最後に位置付けた。そして高学年では、自分たちの行動 

を「検証」し、よりよい行動へと修正することを学習のゴール 

として設定した。 

                                 第３学年「おもてなし交流会」の様子 

  

「自分たちの住む地域にはこんなすてき 

なところがあったんだ。」 

「自分たちの住む地域のよさを守ってい 

きたいなあ。」 

「自分たちの住む地域の問題は自分たち 

で解決しないとなあ。」 

価値のある共通体験 

自分事になる問いのもたせ方 

課題設定の学習過程の充実 主体的な学びの実現 



 （６） 単元における評価の充実（課題解決力の評価規準の策定と評価方法の検討） 

     ・ 児童の課題解決力を育成するために、総合的な学習の時間や生活科の単元の中でそれぞれの学習過程に 

おいて、教師が児童にどんな力を身に付けさせ、児童がどのような姿になればよいか明確に意識すること 

が大切だと考えた。（指導と評価の一体化） 

・  総合的な学習の時間や生活科の単元の中で、ＥＳＤの構成概念と課題解決のための資質能力を明確に位 

置付け、意識して指導していくことが必要だと考えた。 

 

☆ 評価計画の充実（詳細な評価規準の策定、及び想定される児童の姿の設定と支援の検証） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年 単元名「つながろう！町のすてきたんけんたい」 
 単元を構成する際に、国語科で表現したり、発表したりする学習を関連付けた。情報収集に必 

要な事柄を集めたり確かめたりする活動や、集めた情報を基に組み立てを考えて書く活動を重視 

するようにした。自分たちの住む町のすてきなところを分かりやすく紹介できることを意識した 

学習を設定した。 

【課題設定の工夫による変容】 

地域に住む方の話を聞く中で、知らなかっ

た場所のことは「行ってみたい。」、「話を聞い

てみたい。」、知っている場所でも「気付かな

かったことがある。」、「もっと知りたい。」と

いう思いを強くもった。さらに「もっと町の

すてきなところを見付けたい。」という気持

ちをもつことができた。 

【話し合いの工夫による変容】 

話し合い活動の中で思考ツール（Ｔ

チャート）を活用したことで、児童が

知りたいことを整理しやすくなり、イ

ンタビュー内容を３観点（店や場所の

こと・人の思い・新型コロナウイルス

感染症に関係すること）でバランスよ

く決める 

ことがで 

きた。 

 

【行動化】 

インタビュー先で聞いた

「この町のすてきなところ」

と２年生の児童自身が感じ

ている「この町のすてきなと

ころ」を内容に取り入れ、１

年生、保護者、地域の人に向

けて「町のすてき」を発表し

た。発表の中で、質問に答え

たり、逆に質問したりしてみ

んなの思いを共有しながら

活動できた。 

第１学年 単元名「レッツ・ゴー・あさかわ」 

 生活科を中核として他教科等との合科・関連を意識した単元構成を考えた。遊びながら見付け 

たことや四季の移り変わりに関する気付きを国語科で表現したり、音楽科の季節の歌と関連付け 

たり、図画工作科で遊んでいる様子を絵に描いたりした。また、遊びの質を高めるための環境づ 

くりを工夫するとともに、質的に高い気付きにつながるようなカードの工夫をした。 

 
【少人数から多人数での遊びへの変容】 

 最初は少人数で遊んでいたが、河原に

ある丸太を活用し、石で固定してぐらぐ

らしないように工夫しながら大人数での

遊びに発展させていった。また、十数人

で役割分担をしながら長い石橋を作るな

どの、ダイナミックな遊びが見られるよ

うになった。 

【カードの工夫による変容】 

 遊びを通して気付いたことがど

のような価値をもっているかを常

に意識させるために、カードに気

付きの視点を例示した。（例：自然

の様子の変化、魚や虫などの生き

物のこと、自然の不思議さや面白

さ、遊びの創造やルールの工夫、

友達との協力、自分や友達のよ

さ） 

 最初は「○○遊びをして楽しか

った」という記述が多かったが、

遊びの創造や工夫、友達と協力し

たことによる達成感、自然の面白

さや変化の様子などの記述が多く

なった。 

【行動化】 

 浅川の河原が魅力的な遊び場であり

続けるために、自分たちにできること

は何かを考えた結果、遊んだ後に河原

のごみ拾いをしたり、河原の自然の大

切さを呼びかけるポスターを作ったり

することになり、行動に移した。 

実  践  編 



第３学年 単元名「八小のまわりの生き物を調べよう」 

 単元を構成するにあたって、１学期に実践する社会科、理科の学習と関連付けて 

考えた。社会科における学校のまわりの地形的特徴など地理的意識の芽生え、理科 

における昆虫などの生き物の生態や生息に関する興味関心を生かして、地図にまと 

める学習活動や、地域の未来を考える学習を設定した。 

                    

たちばな学級 単元名「いろいろな国について知ろう」 

「見つけよう 自分のいいところ」を共通テーマとし、せせらぎ農園や 

レインボーハウスなどの活動から得られた気付きや発見を自分の成長とし 

て振り返り、身近な生活や環境の中で自分の力を生かし行動化につなげる 

実践的な学習を設定した。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元計画の工夫による変容】 

大きな地域マップに生き物・自然・

環境・人の働きの順にまとめること

で、全てがつながっていることに気付

き、自分に 

できる活動 

への意欲を 

高めること 

ができた。 

【思考ツールの工夫による変容】 

行動化への計画案を実行する際に、持続的に行動可能

な案なのかを思考ツールを用いて話合うことで、計画案 

の価値に気付くととも 

に、改善する視点をも 

ちやすくなった。 

【行動化】 

改善した計画案を各

自で実行し、報告会を

行った。報告会によっ

て、次の活動につなが

る発見や自主的に活動

している地域の方の存

在への気付きがあり、

自然と共存する努力を

意識できるようになっ

た。 

第４学年 単元名「用水について考えよう」 

 主に社会科の学習と関連付けて考えた。水道水をつくるしくみや玉川上水の学習を通し、水へ 

の関心を高めた。教科で得た知識を総合的な学習の時間に生かしたり、用水の学習を他教科等に 

応用したりすることを意識して単元を構成した。 

                    
【まとめの工夫による変容】 

児童が調査観察した用水の様子や位

置を地域の地図にまとめることで、用

水が張り巡らされていることを実感し

た。観察した用水を紹介し合うことに

より、地域 

を流れる様 

々な用水に 

関心をもつ 

ことができ 

た。 

【思考ツールの工夫による変容】 

思考ツール（イソギンチャート・ク

ラゲチャート）を使い、用水が今抱え

ている問題や、用水に対して自分たち

ができるこ 

とを整理す 

ることで、 

用水への思 

いをより強 

めることが 

できた。 

【行動化】 

日野市役所緑と清流課の方を招き、自

分たちが立てた行動計画についての疑問

や心配事などを伺った。話を通して、自

分の行動計画 

が明確になり、その 

実現に向けて 

自信をもつこ 

とができた。 

【情報収集の工夫による変容】 

身近な存在である学級の教師から紹介 

を聞くことでとても関心が高まり、ＰＲ

動画作成の意欲や児童の発想のひらめき

にもつながった。また、絵や写真を使う

手法や、実物や模型での紹介、話し言葉

の工夫などを例示として示すことで児童

がＰＲ動画を作成するに当たってのイメ

ージをもつことができ、〇〇が得意だか

らそれを生 

かしたいと 

いった声が 

児童から挙 

がった。 

【思考ツールの工夫による変容】 

おとくいカードの活用により、話し 

合いの際児童が意見を表現しやすく、

形に残せるため分かりやすかった。話

し合うことで考えが変わっても簡単に

操作し直せる点においても効果的だっ 

た。カードがあることで「これやって

みたら？」と児童同士でアドバイスし

合う姿も見られた。 

【行動化】（12 月実践予定） 

話し合った内容を整理してまとめ

ていくためにホワイトボードを活用

することで、児童にとって視覚的に

情報を読み取りやすくなり、とても

分かりやすかった。また、各グルー

プに教師が入り、話し合い活動をフ

ァシリテートすることで、児童主体

に話し合うための支援を行うことが

できた。教師の声掛けによって児童

の言動に 

も変化が 

見られる 

ようにな 

った。 

 



第５学年 単元名「わたしたちの環境を守ろう」 
 単元を構成するにあたって環境問題を調べるために社会科と理科の学習 

に関連付けて考えた。２学期は、１学期の学習を通してまとめた環境問題 

を基にゲストティーチャーを招き、日野市や企業で取り組んでいる環境問 

題対策について触れ、ポスターにまとめ実際に行動する学習を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６学年 単元名「よりよい未来を目指して」 

 国語科の「話すこと」や「書くこと」に関する学習を関連させながら展開し、国語科 

で身に付けた力を生かすことができるように実施時期を考えた。また、特別な教科 道 

徳における「国際理解・国際親善」、「思いやり」の学習内容と結び付けながら指導する 

ことで、世界の問題に対する興味・関心が高まるとともに、学習内容の理解も深まった。 

【課題設定の工夫による変容】 

「グアテマラの子供の生活」のワークショ

ップで自分と同じ年齢の子供の生活を考える

ことで、グアテマラの問題を自分に引き寄せ

て考え、何かできることをしたいという、課

題設定につながる思いが生まれた。 

    

    

 

 

【情報収集の工夫による変容】 

ユニセフと国際ＮＧＯワールド・ビ

ジョンの方から世界の問題、取組や援

助についての話を聞き、自分たちの行

動のヒントとすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

【行動化】 

地域とのつながりの中で「行 

動化」を意識した活動の工夫を 

した。自分たちが実行できるこ 

とを、周りの人々を巻き込んで 

一緒に行っていくというイメー 

ジで計画を立てた。また、自分 

たちの行動がどれだけ価値があ 

るものか考え、持続可能かどう 

かという視点で計画し実践した。 

専科(外国語) 単元名「I like my town.」 

 英語で紹介するテーマを生活科や総合的な学習の時間で学習してきた地域の自然や施設、日野市 

全体の環境とし、６年間でＥＳＤと関連させて学習してきた内容と外国語を結び付けた。また、外 

国語をコミュケーションツールの一つと捉えることで、国際理解の学習へとつなげていけるよう課 

題を設定した。 

                    
【ＡＬＴ活用による変容】 

ＡＬＴと積極的に会話をする機会を

もたせることで、英語を使ってのコミ

ュニケーションに慣れ親しむことがで

きた。 

【思考ツール活用による変容】 

くま手チャートを活用しながら意見

を出し合うことで、課題を解決するた

めの考えをたくさん見つけることがで

きた。 

【通信機器を活用した発信】 

地域の情報を外国人へ英語で発信す

ることは、まとめ・表現の活動の際に

効果的であることが実感できた。発信

の対象も国際的に大きく広がることを

体験することができた。 

 

【行動化】 

企業などや日野市役所環境保

全課の方から話を聞き、自分た

ちにできる環境を守る行動を実

践したい意欲を育てることがで

きた。 

個人で行動計画を立てて、学

校や家庭で実践した。 

以前よりも「環境を守る」と

いう視点で物事を考えることが

できるようになった。 

 

【まとめの工夫による変容】 

ポスターに書く内容を「原因・問題点・感

想」と絞ることで、調べる内容を明確にする

ことができた。問題点を調べて感想を書くこ

とで、より解決しなければいけないという意

識をもつことができた。 

 

【報告会を行う工夫による変容】 

友達が調べた環境問題の現状と原因

について報告会を行い整理した。ウェ

ビングマップを使いながら環境問題に

ついて全体でまとめることで、それぞ

れの環境問題にはつながりがあること

に気付き、 

様々な環境 

問題に関心 

をもつこと 

ができた。 



    成 果   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 今 後 の 課 題  

 

 

【ＳＤＧｓの視点をもたせた課題解決学習を充実させるための手立て】 

１ ESDカレンダーの作成と活用による実践的なカリキュラム・マネジメントの推進。 

２ 学年テーマの設定による、大きな目標を見据えた各教科の学習の連携。 

３ 様々な機会に SDGｓに親しむホールスクールアプローチによる、児童主体の活動が活性化。 

４ 課題解決の流れを明確化した総合的な学習の時間、生活科を中心とした授業改善。 

【持続可能な社会を担うための能力・態度の習得】 

○課題設定や解決のための学習計画を立てる力が身に付き、目的意識をもって学習に取り組めた。 

○思考ツールを活用して、調べたことをまとめ、整理・分析をする経験を通し、ものごとを多面 

的に考えたり、批判的に考えたりする力が身に付いた。 

○学習過程においてコミュニケーションの力を高め、他者との対話を通して協働する態度が身に 

付いた。 

○課題設定から行動化までの道筋が身に付き、自分事として解決しようとする意欲が高まった。 

○予測のできない将来の社会において、新たな課題に主体的に対応する基礎を養うことができた。 

▲ＥＳＤカレンダー…児童の実態や学習の内容に応じて、柔軟にとらえ、必要に応じて見直

しや修正、年度更新をしていくことで持続可能な学習計画とする。 

▲思考ツール…児童がより考えやすくするための道具であり、使うことを目的とするもので

はない。題材や場面に応じて児童が自ら選んで使えるよう、整理、提示の方法を工夫する。 

▲指導と評価の一体化…評価規準を踏まえた授業改善と、児童の見取りを支援に生かす方法

をさらに追究する。 

▲ＳＤＧｓの 17 のゴール…地球規模の課題と児童の身近な地域での活動をつなげるシンボ

ルとして、児童の学習や行動への意欲を高めるための工夫が必要である。 

▲課題の解決と行動化…課題解決の力を支える豊かな体験や汎用性のある知識や理解の積み 

上げを他教科等で培い、「価値ある行動化」につながる学習展開を追究する。 


